
　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を

左
記
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日（
水
）〜
４
月
30
日（
木
）

※
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
受
付
期
間

外
で
も
受
け
付
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
市
教
育
委
員
会
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
１
年
以
上
在
住

し
て
い
る
人
の
子

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は
各

種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

○
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

○
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学

金
の
支
給
ま
た
は
貸
し
付
け
を
受

け
て
い
な
い
人

提
出
書
類

（
１
）
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
申

請
書
は
教
育
総
務
課
及
び
各
分
室
教

育
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
）

（
２
）
住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

（
３
）
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

（
６
月
１
日
以
降
に
市
税
務
課
に
て

取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

（
４
）
在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

•
公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

　

１
８
、０
０
０
円

•
私
立
高
校　

３
０
、０
０
０
円

•
公
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　

４
４
、０
０
０
円

•
私
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　

５
３
、０
０
０
円

•
国
公
立
（
短
期
）
大
学

　

４
４
、０
０
０
円

•
私
立
（
短
期
）
大
学

　

５
３
、０
０
０
円

決
定
方
法　

菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生

選
考
委
員
会
で
審
議
の
上
、
決
定
し

ま
す
。

返
還

•
卒
業
後
、
10
年
以
内
で
返
還
す
る

（
無
利
子
）。

•
進
学
す
る
場
合
は
、
卒
業
ま
で
返

還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
猶
予
申
請
書
の
提
出
が
必
要
）。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

教
育
総
務
課
、
各
分
室
教
育
課

２
月
１
日（
日
）〜
３
月
８
日（
日
）

「
菊
池
わ
い
ふ
の
ひ
な
ま
つ
り
」開
催

菊
池
温
泉
観
光
旅
館
協
同
組
合  

☎（
25
）２
９
２
６

問
い
合
わ
せ
先

　

私
は
今
年
、
人
権
学
習
で
ハ
ン
セ

ン
病
の
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。
最

初
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
か
っ
た
私
は
、「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

学
習
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
感
染
力
は
非
常
に
弱
い

と
い
う
こ
と
。
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬

も
開
発
さ
れ
、
な
お
る
病
気
だ
と
い

う
こ
と
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

人
は
、
長
い
間
、
隔
離
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
人
々
は
、
こ
ん
な
に
苦
し
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

私
は
、
人
々
が
ハ
ン
セ
ン
病
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
偏
見
が
広
が
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
何
に
対
し
て

で
も
、
う
わ
さ
話
を
そ
の
ま
ま
う
の

み
に
せ
ず
、
一
度
自
分
で
本
当
か
ど

う
か
調
べ
て
み
た
り
、
疑
っ
て
み
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
偏
見
な
ど
は
広
が
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
、
今
年
こ
の
学
習
を
し
な
い
ま

ま
大
人
に
な
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
、

恐
い
で
す
。
何
も
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
時
に
誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
人
権
学
習
の
基
本
で
あ

る
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

こ
と
」
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
も

原
因
の
一
つ
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
分

か
る
こ
と
だ
け
ど
、
そ
れ
が
難
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
原
因
は
あ
る
と
思
う
け
ど
、

私
は
特
に
こ
の
２
つ
が
大
き
な
原
因

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の

２
つ
は
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
で
な
く
、

普
段
の
生
活
の
中
で
も
言
え
る
こ
と

で
す
。
人
は
誰
で
も
「
イ
ラ
ッ
」
と

し
た
り
「
え
え
っ
」
と
思
う
こ
と
は

あ
る
け
ど
、
そ
の
後
ど
う
行
動
す
る

か
を
勉
強
す
れ
ば
、
大
丈
夫
だ
と
思

い
ま
す
。

　

人
権
。
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
も
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
権
利
。

人
権
を
守
る
の
は
人
間
で
す
が
、
ま

た
人
権
を
侵
害
す
る
の
も
人
間
で
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
ろ
ん
な

人
々
に
出
会
っ
て
い
く
と
思
う
け
ど
、

出
会
っ
た
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
生
き
方
を
す
る
人
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
渋
江
晩
香（
一
八
三
二
〜
一
九
一
四
）

は
、
と
ん
灘だ
ん
の
三
子
で
、「
禮
譲
」「
温
厚

篤
実
」
の
人
で
し
た
。
木
下
韡い

村そ
ん
の
弟

梅
里
が
、
今
村
（
現
・
菊
池
市
今
村
）

に
開
塾
し
た
「
古
耕
精
舎
」
で
、
弘
化

四
（
一
八
四
七
）
年
か
ら
三
年
間
、
漢

学
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
下
梅
里
の
兄
韡
村
（
時
習

館
訓
導
）は
、嘉
永
六（
一
八
五
三
）年
、

熊
本
城
下
京
町
台
柳
川
町
に
、「
木
下

塾
」（
韡
村
塾
）
の
開
塾
を
許
可
さ
れ

ま
す
が
、
晩
香
は
、
そ
れ
以
前
の
嘉
永

三（
一
八
五
〇
）年
に
一
八
歳
で
入
塾
、

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
ま
で
の
十
三

年
間
、「
木
門
の
四
天
王
」
の
竹
添
進

一
郎
・
井
上
毅こ
わ
し・
木
村
弦
雄
・
古
荘
嘉

門
や
兼
坂
淳
次
郎
・
栃
原
助
之
進
・
池

松
豊
記
ら
と
机
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。

　
晩
香
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年

に
菊
池
神
社
司
掌
、
翌
六
年
に
は
祠

官
、
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
に

七
十
六
歳
で
宮
司
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
天
皇
の
侍
講
に
は
、
元
田
永
孚
に

先
立
ち
、
晩
香
が
候
補
に
上
が
っ
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
「
大
日
本
帝
国

憲
法
」の
制
定
に
関
わ
っ
た
井
上
毅
は
、

「
木
下
塾
」
の
先
輩
晩
香
に
頼
ん
で
、

当
時
祭
神
の
「
よ
り
あ
ひ
し
ゆ
の
な
ひ

た
ん
の
事
」（
菊
池
家
憲
）
の
内
覧
を

許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
晩
香
は
、私
塾
「
遜
志
堂
」（
遜

志
は
「
へ
り
く
だ
っ
た
気
持
ち
」
の

意
）
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
塾
舎
も
、

明
治
四
年
に
袈
裟
尾
村
の
旧
深
川
会
所

跡
、
同
六
年
に
は
菊
池
神
社
の
城
山
、

同
十
一
年
に
は
正
観
寺
村
守
山
（
守
山

塾
）、
同
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
は
、

亘
村
桐
木
の
築
地
井
手
脇
に
移
転
、「
桐

潭
学
舎
」
と
も
称
し
ま
し
た
。

　
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
の
「
遜

志
堂
」
の
「
三
綱
領
」
は
、「
忠
信
礼

譲
ヲ
本
ト
シ
廉
恥
ヲ
重
ン
ズ
ル
事　
倫

理
ヲ
正
シ
忠
孝
ヲ
励
ム
事　
知
識
ヲ
拡

メ
事
業
ヲ
主
ト
ス
ル
事
」
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
「
私
立
中
学
済
々
黌
」
の

「
三
綱
領
」
は
、「
倫
理
ヲ
正
シ
大
義
ヲ

明
ニ
ス　

廉
恥
ヲ
重
ジ
元
気
ヲ
振
フ

　

知
識
ヲ
磨
キ
文
明
ヲ
進
ム
」、
水
次

村
（
現
・
菊
池
市
七
城
町
）
の
医
者
石

渕
万
寿
の
「
楽
只
学
舎
」
は
、「
忠
孝

ヲ
勵
ミ
節
義
ヲ
重
ス　
倫
理
ヲ
正
シ
敬

譲
ヲ
主
ト
ス　
知
識
ヲ
擴
メ
事
業
ヲ
立

ツ
」
で
し
た
。
こ
の
三
者
の
酷
似
の
理

由
に
は
、
ど
ん
な
時
代
的
背
景
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉛

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

知
る
と
い
う
こ
と

        　
　

七
城
中
３
年　

古
田
素
与 45

渋江晩香肖像画（わいふ一番館蔵）

　五感で感じて学ぶ、体験参加型の気楽
な歴史勉強会です。菊池一族と武光公ゆ
かりの場所を散策し、一般的に知られて
いることだけではなく、裏話や関連する
ことを画像・音楽・クイズやウンチクな
どを盛り込んで楽しく学びます。併せて、
郷土料理である武光公なべを食べながら、
みんなで語り合い、お互いのコミュニ
ケーションを図り、このことをきっかけ
として菊池大好き人間となり活気あるま
ちづくりを担ってほしいと思います。
と　き　２月 22日（日）
受付・午前９時、終了・午後１時
ところ　青少年ホーム（受付場所）
内　容　勉強会（青少年ホーム）、狂言
やクイズ・ウンチク（将軍木・御松林御
能場）、合戦秘話・クイズ（騎馬像）、ク
イズ（正観寺）、語り合い・武光公なべ（青
少年ホーム）
対　象　菊池市民の老若男女
　　　　（できれば若い世代）
募集人員　先着 50人
参加費（一人）　100円
申込締切　２月 14日（土）
申込方法　NPO 法人菊池るねさんす
（宮川）まで、FAX（25‐3840）にて、
氏名・年齢・性別・住所・連絡先電話番
号を明記の上、申し込んでください。
問い合わせ先
　NPO法人菊池るねさんす（松田）
　☎ 090（3606）9506

渋
江
晩
香（
公
木
）

「
遜
志
堂
」の

「
三
綱
領
」

菊池市地域づくり推進補助金による
「地域づくり活動事業」

夢美術館情報 問い合わせ先
　☎（23）1155

菊池わいふのひなまつり
期間 :２月１日（日）～３月８日（日）
　菊池わいふのひなまつりメイン会場となりま
す。３月３日（火）には、温泉コーヒーやお茶
の接待など楽しい計画があります。その他、イ
ベントが満載です。一足早く菊池夢美術館と春
の隈府の街並みを散策してみませんか？
休館日　２月 24日（第 4火曜日）
開館時間　午前９時～午後６時

　菊池市青少年育成市民会議では、青少年健全育
成の一環として、菊池市の青少年に、生まれ育っ
た故郷への想いと誇りを持ってもらうことを目的
として、菊池市内に点在する古今の名所・旧跡な
どを題材にした「菊池ふるさとかるた」を平成
19年度に作成し、きくち観光物産館などでも販
売してきました。
　好評につき、また、かるたの在庫も残りわずか
となったため、一定数量を増刊し昨年末から販売
しています。数に限りがありますので、早めにお
買い求めください。（１セット 1,000 円）
販売先　きくち観光物産館、菊池市役所第２庁舎
２階（生涯学習課）
かるたの例
○ふ …菊池神社「笛たいこ　菊池神社の　秋祭り」
○る …菊池一族「累代の武将　菊池の名を高め」
○さ …西郷さん
　　「西郷隆盛　祖先は七城　西郷の出」
○と …安国寺「東明像　釈迦像おはす　安国寺」
問い合わせ先　生涯学習課社会教育係

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより
問い合わせ先  わいふ一番館1（24）6630

紫光書道会　柏原卿雲
期間:２月３日（火）～２月15日（日）
　菊池郡市を中心に、県下一円にわたる紫光
書道会小中学生会員700人が出品した書き初
め展です。ご高覧をお待ちしております。

平成20年度 小中学書初書道展

　

菊
池
夢
美
術
館
を
中
心
と
し
た
ひ

な
人
形
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
加
盟
店
で

は
、
ま
つ
り
の
期
間
、
様
々
な
ひ
な

人
形
が
店
内
に
展
示
さ
れ
、
そ
れ
ら

を
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
加
盟
店

の
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
と
、
抽
選
で

ア
シ
ア
ナ
航
空
券
（
熊
本

⇔

ソ
ウ
ル

間
）
を
は
じ
め
、
豪
華
商
品
が
当
た

る
ほ
か
、
３
月
３
日
（
火
）
に
は
、

温
泉
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
コ
ー
ス

（
要
予
約
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
付
き
街
中
散
策
（
要
予
約
）
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

吊しびな愛好会
高山和子

期間:２月17日（火）
～３月15日（日）

　吊しびなは、女の子
の健やかな成長を願う
もので、人形に願いを
こめ、大切にしている
ものや新しいものを展
示します。

吊しびな展示会

【五感で学ぶ菊池の歴史】
 武光公なべで

武光公を語ろう！ 

「菊池ふるさとかるた」
増刊分の販売 菊

池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

　
　

 

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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